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一昨日 VentureFourth でもお伝えしたアドラー心理学ですが、思った以

上に子どもたちから反響がありました。 

 「共同体感覚」を初めて知って、自分の考えが大きく揺さぶられた子も多

かったようです。みんなの感想をいくつか紹介します。 
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面白いのは、かなり背伸びして伝えたはずの「共同体感覚」について、「結

構分かった」「小学生でもよくあること」と身近なこととして受け止められた

子が多かったことです。 

もちろん、大前提として「競争」そのものが悪いとアドラーは言っている

わけではありません。 

どちらかと言えば、大会やコンクールなどの非日常における意識ではなく、

日常の生活場面における意識のことを指した論だと言えるでしょう。 

自分自身の失敗を受け入れられなかったり、できない自分を直視できなか

ったり、少しの挫折で大きく傷ついてしまったりする根底に、「周囲を敵」と

して見てしまう考え方があることを伝えているわけです。 

そんな風に、周囲に対して勝ち負けの意識を抱いていると、さらに困った



3 

こととしては、「周りの助けを借りることができない」という現象が起きてき

てしまいます。 

周りは敵なのですから、その敵に力を借りるわけにはいきません。 

それを続けていくといったいどうなるか。 

そう、前回も書いた通り、「孤立」や「孤独」が訪れることになります。 

実は、大人だけでなく既に小学生段階でも、そうした「敵思考」を無意識

に身に着けてしまっているケースは少なくありません。 

それだけ、学校には不要な「競争」の原理がはびこっていますし、子ども

たちを育てる親世代も無用な「競争」にさらされてしまっていることが分か

ります。 
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そして、困ったことに敵思考に陥っているケースが厄介なのは、それがほ

とんどの場合「無意識」であるということです。 

言葉では、表面上では、「周りとの関係は大切です」「お世話になっていま

す」とは言っているのです。 

そうやって、学校や社会でも教えられ続けられるから、「作法」としては身

についていくわけですね。 

でも、実際の行動は「どうやって考えているか」という思考によって支え

られています。 

ですから、言葉を交わしたりその人の行動をよく見ていると分かるのです。 

出来ない自分を執拗に責めてしまったり、周囲の助けを頑なに借りようと

しなかったり、ちょっとした失敗すら経験することを嫌がってしまったり。 

だからこそ、アドラーは説いたのです。 

周りは敵じゃないよ、みんな頑張っている仲間なんだよ、ということを。 
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この共同体感覚は奥が深いので、今度道徳の時間にも改めて扱う予定でい

ます。 

そして、アドラー心理学でもう一つ大切なキーワードに「目的論」があり

ます。 

背伸びついでに、次の号で解説したいと思います。 

☆↓読者ページはこちらから↓☆ご意見ご感想など気軽にお寄せください 

https://docs.google.com/forms/d/1qqf4cPLcjpcWaimW

du-6IFM73JahODYK4ROldg7jLxM/edit 
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